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臨

濟

大

師

の

時

代

ご

其

思

想

伊

藤

古

鑑

一

臨
濟
大
師
、
誰
は
義
玄
、
曹
州
南
華
の
入
で
あ
る
。
俗
姓
は
那
氏
、
幼
に
し
て
頴
異
、
長
じ
て
孝
を
以
て
親
に
仕

へ
、
落
髪
受
具
す

る
に
及
ん
で
深
く
砒
尼
を
究
め
、
博
く
経
論
を
探
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
濟
世
の
醤
方
は

濁
り
駿
外
別
傳
の
玄
旨
に
あ
る
ビ
云
ふ
こ
ご
を
悟

つ
て
、
終
に
黄
桀
の
希
運
輝
師
に
墾
せ
ら
れ
、
行
業
純

「
な
る
こ

ご
三
歳
を
経
過
し
た
の
で
あ
る
Q
時
に
會
中
の
第

一
座
だ
る
睦
州
龍
興
寺
陳
奪
宿
に
勘
め
ら
れ
て
、
黄
桀
の
室
内

に

投
す
る
こ
ご
三
度
、
而
か
も
三
頓
の
痛
棒
を
喫
し
て
未
だ
照
顧
せ
す
、
彷

つ
て
更
に
提
誘
せ
ら
れ
て
大
愚
の
肋
下
に

築
拳
し
,
此
慮

に
黄
桀
の
佛
法
多
子
無
し
ご
大
悟
し
、
爾
來
黄
桀
の
會
下
に
回

つ
て
專
ら
黄
桀
の
機
輪

に
墾
じ
、
意

氣
衝
天
の
観
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

の
ち
黄
桀
の
法
を
嗣
い
で
郷
蕪
に
還
り
、
鎭
州
の
臨
濟
暉
院

に
化
門
を
開

い
て
、
四
來
の
輝
柄
に
接
せ
ら
れ
、
常

に
學
侶
奔
湊
し
て
眞

に
盛
観
を
極
め
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
河
府
に
去
り
、
大
名
府

に
往
き
、
興
化
寺
に
來

つ
て
東

堂
に
住
し
、
三
聖
慧
然
ご
末
後

の
問
答
を
な
し
て
、
寂
然
ご
遷
化
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
時
に
唐
の
酪
宗
皇
帝
威
通



入
年
孟
阪
の
月
十
日
ご
云
ふ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
寂
年
に
就
て
は
異
説
が
あ
る
の
で
、
高
信
傳
、
編
年
通
論
、
傳

燈
録
、
佛
組
通
載
に
は
威
適
七
年
ご
云
ひ
、
五
燈
會
元
、
聯
燈
曾
要
巳
後
の
諸
録

に
は
多
く
成
麺
入
年
ご
傳

へ
て
居

る
、
塔
を
大
名
府
の
西
北
隅
に
建
て
、
澄
露
ご
云
ひ
,
勅
し
て
慧
照
灘
師
ご
詮
し
た
の
で
あ
る
。

臨
濟
大
師
の
語
録
は

一
憲
あ
つ
て
今
な
ほ
江
湖
に
鳴
つ
て
居
る
。
そ
の
機
鋒
の
瞼
峻
な
る
こ
ε
未
だ
曾
て
見
な
い

ご
こ
ろ
で
、
上
根
上
智
の
人
に
非
す
ん
ば
、
到
底
そ
の
提
唱
さ
へ
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
余
輩
は
藤
宗

の
思
想
史
研
究
こ
し
て
、
是
非
こ
も
臨
濟
大
師
の
時
代
ご
其
思
想
の

一
端
を
窺
つ
て
見
た

い
ε
思
ふ
の
で
あ
る
。
然

れ
こ
も
其
潜
越
は
慮
に
死
を
以
て
贋
す
る
な
ら
ん
も
、
研
究
は
研
究
ざ
し
て
ま
た
別
箇
の
範
園

に
属
し
、
大
に
其
思

想
登
達
の
径
路
を
研
究
し
、
麗
學
研
究
の
向
上
を
圖
ら
う
ご
欲
す

る
の
み
で
あ
る
。

二

臨
濟
大
師
の
出
生
年
代
は
未
詳
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
入
寂
の
年
代
は
先

づ
成
亜
入
年
ご
な
つ
て
居

る
。
帥
ち
西
暦

紀
元
入
六
七
年
、
我
が
朝
の
清
和
帝
貞
窺
九
年
に
當
り
、
達
磨
大
師
の
入
寂
を
去
る
こ
ご
三
百
三
十
二
年
、
六
租
大

師
よ
り
は

一
百
五
十
四
年
、
南
嶽
よ
り
は

一
百
二
十
三
年
、
馬
組
よ
り
は
七
十
九
年
、
百
丈
よ
り
は
五
十
三
年
、
黄

桀
よ
り
は
十
七
年
を
経
過
し
て
居
る
、
而
し
て
同
時
代
の
繹
匠
ε
し
て
有
名
な
も
の
は
徳
山
宣
鑑
灘
師
で
あ
ら
う
、

徳
山
は
西
暦
紀
元
七
入
○
年
に
出
生
し
、
入
六
五
年
に
入
寂
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
入
十
六
歳
の
長
壽
を
保
ち
、

臨
濟
大
師
の
入
寂
よ
り
は
二
年
已
前
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
そ
の
年
輩

に
於
て
は
遙
か
に
上
で
あ

つ
た
で
あ
ら
う
ビ
思

臨
濟
大
師
の
時
代
定
其
思
想

四
一
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猿
。

こ
の
爾
者
の
宗
風
は
克
く
似
て
居
つ
た
の
で
、
徳
山
の
捧
、
臨
濟
の
喝
は
共
に
叢
林
に
喧
し
く
、
後
世
に
至
つ

て
胡
喝
気
喝
,
鵬
鳴
蝉
嘆
、
そ
の
機
鋒
を
眞
似
す
る
も
の
も
多
く
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
兎
に
角
こ
の
爾
者
は
時
代

を
同
じ
う
し
、
同
じ
く
棒
喝
を
行
じ
、
同
じ
く
諸
方
の
宗
匠
を
罵
り
、
無
事
休
歌
を
力
説
す

る
ビ
云
ふ
黙
に
至
つ
て

は
良
く
似
て
居
る
ビ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
而
か
も
此
の
爾
者
が
親
し
く
相
往
來
し
商
量
し
て
居
た
こ
ご
も
、
臨
濟
録

な
ご
に
依
つ
て
謹
明
さ
れ
る
こ
ビ
で
あ
る
o

師
聞
7第
二
代
徳
山
垂
示
云
、
遺
得
也
三
十
棒
、
滋
不
レ得
也
三
十
棒
、
師
令
オ
樂
普
一去
問
下、
道
得
爲
昌什
麿
一也
三
十
棒
畠

待
二伊
打
ツ汝
ソ
接
在

棒
一邊

一
邊
、
看
甲=佗
作
麿
生
h
普
到
被

如
レ駿
而
問
、
徳
山
便
打
、
普
接
往
逡

一
逸
、
徳
山
便
蹄
二方

丈
h
普
回
奉

似
師
ハ
師
云
、
我
從
來
疑
署

這
漢
h
雄
昌然
如
レ是
,
汝
還
見
二徳
山
一麿
、
普
擬
議
、
師
便
打
。

師
侍
昌立
徳
山
一次
、
山
云
、
今
日
困
.
師
云
、
這
老
漢
媒
語
作
齢什
麿
肺山
便
打
、
師
鍬
倒
縄
床
h
山
便
休
。

臨
濟
大
師
と
徳
山
こ
の
思
想
の
相
似
は
聯
燈
會
要
第
二
十
に
顯
は
れ
た
る
徳
山
の
贋
語
ご
、
臨
濟
録
ピ
を
比
較
研
究

す
れ
ば

一
目
瞭
然
た
る
こ
ビ
で
、
爾
者
の
宗
匠
が
斯
く
も
等
し
く
機
鋒
を
活
用
し
、
常
時
の
藤
俗
を
罵
倒
し
、
悪
言

轟
語
、
口
を
衝
い
で
出
つ
る
も
の
は
、
そ
の
反
面
に
其
の
當
時
の
時
代
を
物
語
つ
て
居
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
、

帥
ち
其
の
時
代
は
有
名
な
る
唐
武
の
磨
佛
殿
繹
が
あ
つ
て
か
ら
、
ま
だ
間
の
な
い
こ
ご
で
あ
る
、
唐
武
の
磨
佛
殿
繹

ご
は
唐
の
武
宗
皇
帝
が
紳
仙
を
好
み
會
昌
五
年
に
至
つ
て
佛
寺
四
萬
除
を
殿
ち
,
僧
尼

二
十
六
萬
籐
を
還
俗
せ
し
め

た
ご
云
ふ
こ
ご
で
、
こ
れ
が
西
暦
紀
元
入
四
四
年
に
當
り
、
我
が
臨
濟
大
師
の
入
寂
よ
り
湖
う
て
二
十
三
年
已
前
の



ノ

事
に
属
す
、
時
恰
か
も
師
の
黄
桀
灘
師
激
化
の
時
代
で
あ
つ
て
、
親
し
く
そ
の
災
厄
に
遭
は
れ
た
ご
云
ふ
べ
き
で
あ

る
。
日
本
入
唐
の
沙
門
だ
る
慈
畳
大
師
の
如
き
も
此
の
災
厄
に
遭
は
れ
た
の
で
、
天
皇
も
華
嚴
も
、
法
相
も
三
論
も
、

乃
至
は
密
澱
の
如
き
も
殆
ん
ご
全
滅
ご
云
つ
た
形
で
あ
つ
て
、
唯
だ
僅
か
に
灘
宗
の
み
が
命
脈
を
維
持
し
、
濁
り
隆

々
こ
し
て
其
の
勢
力
を
復
興
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
し
か
し
此
の
間
に
は
天
下
の
宗
匠
ご
泊
幕
す

る
も
の
も
甚
だ
多

く
、
此
慮
に
龍
蛇
混
雑
の
時
代
貫
な
つ
た
講
で
あ
る
。
勿
論
そ
れ
巳
前
に
は
馬
租
道

一
、
百
丈
懐
海
、
黄
桀
希
蓮
の

大
宗
匠
あ
り
、
ま
た
石
頭
希
纒
、
藥
山
惟
臓
、
雲
巖
曇
晟
の
大
英
哲
が
出
世
し
て
門
庭
を
開
き
.
學
人
に
接
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
時
代
は
混
沌
ご
し
て
其
の
門
流
ビ
講
す
る
も
の
彼
此
み
な
同
じ
く
、
殊
に
奇
を
弄
し
怪
を

呈
し
て
狸
り
に
閑
家
具
を
列
ね
叢
林
の
荊
棘
を
以
て
誇
り
ε
し
、
い
よ
ー

出
で
、
い
よ
く

邪
道
を
行
す
る
も
の

が
天
下
に
横
行
す
る
時
代
ビ
な
つ
た
の
で
あ
る
。
か

、
る
時
代
に
明
眼
の
大
宗
匠
ご
云
は
れ
て
居
る
人
は
、
臨
濟
大

師
ビ
同
時
代
に
趙
州
從
論
、
洞
山
良
粉
、
濃
山
露
祐
、
仰
山
慧
寂
等
の
大
善
知
識
が
あ
つ
た
、
南
泉
、
藥
山
、
雲
巖
、

龍
潭
等

の
如
き
は
先
輩
者
に
属
し
,
曹
山
、
雲
居
、
雪
峰
、
玄
沙
等
の
如
き
は
寧
ろ
後
輩
者
に
屡
す

べ
き
人
で
あ
つ

た
ら
う
。
此
等

の
暉
門
隆
昌
の
時
代
に
、
而
か
も
支
那
四
百
徐
州
、
臨
濟
の

一
喝
を
以
て
風
靡
し
、
薪
然
頭
角
を
現

し
て
、
濁
り
暉
機
を
活
躍
さ
せ
た
臨
濟
大
師
は
、
そ
も
如
何
な
る
思
想
の
入
で
あ
つ
た
か
、

こ
れ
が
研
讃
は
素
よ
り

其
の
機
に
非
ざ
れ
ば
知
る
こ
ご
能
は
ざ
る
も
、
除
輩
は
且
ら
く
臨
濟
大
師
の
語
録
を
拝
護
し
て
,
そ
の
思
想
の

一
端

を
窺

つ
て
見
る
こ
ご
に
せ
や
う
o

臨
濟
大
師
の
時
代
定
其
思
想

-

四
三
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臨
濟
大
師
の
語
録
の
内
容
は
、
始

め
に
語
録
四
十
則
を
出
し
、
次
に
勘
辮
二
十
六
則
を
出
し
、
衣
に
行
録

二
十
二

則
を
出
し
て
、
最
後
に
寳
壽
延
沼
の
録
せ
る
略
傳
を
附
し
て
居
る
、
帥
ち
語
録
ご
云
ふ
べ
き
も
の
に
は
、
臨
濟
大
師

の
宗
旨
こ
も
見
る
べ
き
三
玄
三
要
、
四
料
簡
、
四
賓
主
等
を
載
せ
、
勘
辮
に
は
大
師
が
諸
方
の
老
宿
を
参
叩
し
て
、

道
の
邪
正
を
探
究
せ
ら
れ
た
る
商
量
を
掲
げ
、
行
録
に
は
大
師
が
諸
方
の
智
識
に
懸
接
し
た
る
行
駿
を
載
せ
π
る
實

録
で
あ
ら
う
。
而
し
て
此
の
臨
濟
録

一
巻
は
三
聖
の
慧
然
灘
師
が
編
纂
せ
ら
れ
、
大
名
府
の
興
化
存
舞
灘
師
が
勘
稜

し
、
費
壽

の
延
沼
が
筆
書
し
、
延
康
殿
の
學
士
馬
防
が
序
を
作
り
、
旛
州
鼓
山
の
宗
演
輝
師
が
重
開
刊
行
せ
ら
れ
た

も
の
で
、
我
が
國
で
は
貞
亨

二
年
の
刊
本
を
最
古
と
し
て
、
数
度
の
刊
行
が
あ

つ
た
ご
云
ふ
話
で
あ
る
。
ま
π
末
羅

詐
語
も
非
常
に
多

い
も
の
で
、
近
時
、
蓮
俗
的
の
講
義
講
話
も
出
版
さ
れ
た
や
う
で
あ
る
が
、

一
般
に
は
難
解

で
、

そ
の
要
旨
さ
へ
も
知
る
こ
ε
が
出
來
な
い
。

素
よ
り
此
の
臨
濟
録
は
録
中

の
王
で
あ
る
、
臨
濟
七
部
の
書
に
も
十
部
の
書
に
も
歎

へ
ら
れ
、
組
溢
の
根
源
に
徹

す
る
爲
め
に
は
、
是
非
こ
も
此
の
語
録
を
必
護
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
必
護
ε
云
ふ
て
も
到
底
そ
の
宗
旨
は
解
る
も

の
で
は
な
い
、
け
れ
ざ
も

一
則
護
め
ば

一
則
讃
ん
だ
丈
け
の
功
は
あ
る
、
研
究
す

べ
き
も
の
で
は
な
く
し
て
、
大
に

翫
索
し
照
心
す

べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
余
輩
は
今
、
多
く
の
末
繹
に
依
ら
す
し
て
、
直
ち
に
本
丈
を
舞
護
し
、
そ
の

間
に
得
た
る
臨
濟
大
師
の
思
想
如
何
を
要
言
せ
ば
、
先
づ
破
邪
顯
正
の
二
方
面
に
依
つ
て
魏
察
す
る
こ
と
が
出
來
や



う
ご
思
ふ
、
破
邪
ご
は
甥
他
的
で
あ

つ
て
、
寵
蛇
混
雑
の
時
代
で
あ
る
か
ら
、
秦
鏡
的
活
眼
を
開
い
て
、
來
機
の
邪

正
を
辮
別
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
勿
論
そ
れ
に
要
す

る
臨
濟
大
師
濁
特
の
戦
具
を
備

へ
て
法
戦

に
臨
み
、
專
ら
機
鋒

を
以
て
箏
は
れ
た
ご
云
ふ

べ
き
で
あ
る
、
顯
正
ご
は
破
邪
の
こ
こ
ろ
に
必
ら
す
具
し
て
居
る
の
で
、
軍
濁
に
顯
正
ご

云
ふ
べ
き
も
の
は
な
い
が
、
し
か
し
今
は
臨
濟
大
師

の
思
想
系
統
か
ら
論
じ
て
、
そ
の
正
義
の
那
邊
に
あ
る
か
を
考

察
し
て
見
や
う
ご
思
ふ
に
過
ぎ
ぬ
。

先
づ
臨
濟
大
師
の
破
邪
の
方
面
か
ら
申
す

こ
ε
に
せ
や
う
、
臨
濟
大
師
の
時
代
は
前
述
の
如
く
に
龍
蛇
混
雑
の
時

代
で
あ

つ
た
、
悪
く
云

へ
ば
膳
眼
の
責
主
坊
ま
が
多
か
つ
た
の
で
、
何
れ
の
時
代
で
も
法
盛

ん
な
れ
ば
魔
も
盛
ん
で

あ
り
、
實
際
の
見
性
も
せ
す
に
唯
だ
大
風
呂
敷
を
弘
げ
、
我
れ
は
天
下
の
大
宗
匠
な
り
ε
誇
聡
し
、
所
謂
繹
天
魔
の

外
道
が
少
な
く
な
か

つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
樹
す
る
臨
濟
大
師
の
破
邪
的
態
度
は
極
め
て
峻
烈
な
も
の
で
、

或
は
喝
し
或
は
打
し
、
三
玄
三
要
、
四
料
簡
等
の
葛
藤
を
施
設
し
て
門
庭
を
開
き
、
大
に
學
入
の
磨
接
に
カ
め
ら
れ

た
ご
云
ふ
鐸
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
の
葛
藤
は
盤
く
宗
旨
上
の
蓮
用
で
あ
つ
で
、
臨
濟
の
四
喝
も
四
賓
圭
も
、
畢
寛

ず
る
に
閑
家
具
で
は
あ
ら
う
け
れ
ご
も
、
ま
た
其
慮
に
臨
濟

の
臨
濟
た
る
眞
面
目
が
突
出
し
て
居
る
、
悲
し
い
か
な

余
輩
は
こ
れ
に
甥
す

る
説
明
の
智
識
を
持
た
ぬ
、
唯
だ
臨
濟
大
師
の
破
邪
的
態
度
を
取
ら
れ
た
語
を
引
交
せ
ん
に
、

先
づ
臨
濟
大
師
が
最
も
大
聲
叱
呼
、
そ
の
怒
眼
晴
を
む
き
出
し
て
、
今
な
ほ
其
の
風
孝
を
葬
す
る
が
如
く
思
は
る
、

も
の
は
左
の

一
句
で
あ
ら
う
。

臨
濟
大
肺
の
時
代
定
其
思
想

四
五
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六

道
流
、
夫
大
善
知
識
、
始
敢
殿
レ佛
殿
レ租
、
是
昌非
天
下
嚇
排
昌斥
三
藏
激
嚇
罵
辱
諸
小
兇
「
向
主

逆
順
中
一覚
レ人
、
所
以
我

於
昌十
二
年
中
h
求
=

箇
業
性
h
如
昌芥
子
許
一不
可
得
、君
似
新
婦
子
暉
師
h便
帥
伯
下　
昌出
院
h
不
昌與
レ飯
喫
h
不
安
不
楽

,

自
レ古
先
輩
到
慮
人
不
レ信
、
被
二逸
出
一始
知
是
貴
、
若
到
腱
人
盤
肯
、
堪
レ作
一一什
麿
「
師
子

一
吼
、
野
子
脹
裂
。

臨
濟
大
師
の
肚
裏
よ
り
吐
き
出
さ
れ
た
る

一
句
、
こ
れ
を
獅
子
吼
ビ
云
は
す
し
て
何
ご
名
け
や
う
、
眞

に
大
善
知

識
ご
稽
す

る
も
の
、

一
句
は
、
そ
の
當
時
の
新
婦
子
の
藤
師
を
し
て
膳
裂
さ
せ
た
で
あ
ら
)
。
臨
濟
大
師
の
前
に
臨

濟
大
師
な
く
、
臨
濟
大
師
の
後

に
臨
濟
大
師
な
し
、
這
の

一
箇
の
臨
濟
大
師
の
み
が
宇
宙
に
彌
論
し
、
法
界
周
遍
し

て
居

る
。
そ
の
旦
畏
よ
b
打
出
す

る
言
句
の
瞼
峻
な
る
こ
ご
は
、
有
ら
ゆ
る
も
の
を
許
さ
な
い
。
佛
を
呵
し
粗
を
呵

し
、
そ
の
當
時
の
善
知
識
を
罵
倒
し
て
、
少
し
も
容
る
、
こ
こ
ろ
が
な
い
。
佛
に
劉
し
て
は
.

道
流
、
若
道
彿
是
究
寛
「
縁
昌什
歴
一入
十
年
後
、向
二拘
戸
羅
城
讐
林
樹
間
嚇
側
臥
而
死
去
、
佛
今
何
在
、
明
知
與
我
生
死

不
レ別
、
禰
言
三
十

二
相
、
入
十
種
好
是
佛
、
轄
輪
聖
王
癒
一一是
如
來
占
明
知
是
幻
化
。

ご
云
ひ
、
ま
た

一
般
の
佛
菩
薩
等
乃
至
経
駿
に
封
し
て
は
、

滋
流
、
莫
晶將
レ佛
爲
昌究
寛
h我
見
猫
如
廊

孔
h菩
薩
羅
漢
、
盤
是
枷
鎖
、
縛
レ人
底
物
.
所
以
文
殊
杖
劒

殺
昌於
雀
曇
一鳶
掘

持
レ刀
害
昌於
鐸
氏
湘

道
流
、
取
昌山
信
見
慮
h
坐
蘭
報
化
佛
頭
嚇
十
地
満
心
、
猫
如
蔦客
作
兇
嚇
等
妙

二
豊
、
憺
伽
鎖
漢
、
羅
漢
辟
支
、
猶
如
厩
薇
嚇

菩
提
浬
薬
、
如
"繋
膿
薇
湘



三
乗
十
二
分
敷
、
皆
是
拭
二不
浮
一故
紙
、
佛
是
幻
化
身
、
租
是
老
比
丘
、
禰
還
是
娘
生
己
否
。

ビ
云
ひ
、
更
に
諸
方
の
宗
匠
に
灘
し
て
は
、

有
下
一
般
不
レ識
一好
悪
一禿
奴
畠即
指
彙

劃
レ西
、
好
晴

好
レ雨
、
好
昌燈
籠
露
柱
ハ
禰
看
眉
毛
有
蔑
葉

這
箇
具
　機
縁
嚇
學
人

不
レ會
、
便
郎
心
狂
、
如
レ是
之
流
、
捻
是
野
狐
精
魅
魍
魎
、被
四
他
好
學
人
、職
縢
微
笑
、言
三謄
老
禿
奴
、惑
二観
他
天
下
ム

ビ
云
ひ
、
到
る
ご
こ
ろ
に
諸
方
の
宗
匠
を
破
す
る
に
、
禿
子
、
膳
禿
子
、
無
眼
入
、
謄
屡
生
、
禿
屡
生
。
謄
老
師
、

禿
奴
、
老
禿
奴
等
の
悪
言
轟
語
を
列
ね
て
、
有
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
罵
倒
し
濫
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
何
故
に

臨
濟
大
師
は
此
の
如
き
の
態
度
を
取
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
は
其
の
當
時
の
時
代
を
物
語
る
と
同
時
に
、
ま
た

臨
濟
大
師
の
宗
風
を
も
窺
ひ
知
る
こ
ご
が
出
來
る
の
で
、
こ
の
宗
風
の
成
立
や

一
朝

一
夕
に
あ
ら
す
、
こ
の
思
想
の

径
路
を
更
に
研
究
す

る
こ
と
に
せ
や
う
。

四

次
に
臨
濟
大
師
の
顯
正
の
方
面
を
述

べ
る
な
ら
ば
、
別
に
顯
正
ご
云
ふ
て
破
邪
ご
離
す
必
要
は
な
い
、
破
邪
的
態

度
の
こ
こ
ろ
に
顯
正
は
あ
る
。
然
ら
ば
臨
濟
大
師
が
邪
ご
云
ひ
正
ご
云
は
る
、
も
の
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

臨
濟
大
師
は
常
に
箕
正
の
見
解

と
申
さ
れ
て
居
る
。
眞
正
の
見
解
さ
へ
あ
れ
ば
他

岡
切
を
顧
み
な
い
、
百
本
の
経
論

を
解
す
る
の
要
な
し
、
國
王
大
臣
を
取
ら
す
、
辮
懸
河
に
似
た
る
を
取
ら
す
、
聰
明
智
慧
を
取
ら
す
、
唯
だ
ー

翼

正
の
見
解

の
み
を
要
す

ご
云
は

れ
て
居

る
が
、
此

の
翼

正

の
見
解

ご
は
如
何
な

る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
先

づ
眞

正
の

臨
濟
大
師
の
時
代
定
其
思
想

四
七
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見
解
を
得

ん
ご
す
る
に
は
如
何
な
る
方
法
を
取

つ
た
な
ら
ば
良
い
で
あ
ら
う
か
ご
云
ふ
に
、
臨
濟
大
師
は
信
の

一
字

を
高
く
唱
道
し
、
信
不
及
の
者
を
深
く
激
誠
し
て
居
ら
れ
る
。
帥
ち
信
ε
は
自
を
信
す
る
こ
と
で
あ
る
、
自
の
現
今

用
ゆ
る
底
を
深
く
信
す
る
こ
ご
で
あ
る
。

道
流
、
是
爾
目
前
用
底
、
與
二組
佛
一不
レ別
、
砥
座
不
レ信
、
便
向
レ外
求
、
莫
レ錯
、向
レ外
無
レ法
、
内
亦
不
可
得
、
禰
取
画

僧
口

裏
蓑

不
レ如
休
歌
無
事
去
。

但
能
息
レ念
、
更
莫
仁外
求
h
物
來
即
照
、
但
禰
信
現
今
用
底
=

箇
事
也
無
。

山
僧
指
一示
人
彪

、
砥
要
幽爾

不
ツ受
人
惑
、要
レ用
便
用
、更
莫
昌逞
疑
h
如
今
學
者
、
不
レ得
病
在
甚

麿
噛
病
在
昌不
自
信
慮
噛爾

若
自
信
不
及
、
帥
忙
忙
地
、
狗
一
一
切
境
h
轄
被
二他
萬
境
回
換
h
不
レ得
。自
由
鴎
禰
若
能
歌
二得
念
念
馳
求
心
叫
便
與
二租
佛

不
レ別
、
彌
欲
得
レ識
一組
佛
一麿
.
砥
爾
面
前
聴
法
底
是
。

ε
云
は
れ
て
極

め
て
懇
切
な
敢
誠
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
深
く
自
を
信
じ
、
外

に
向

つ
て
求
む
る
の
念
を
息
め
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
徒
ら
に
佛
を
求
む
れ
ば
佛
魔
に
罎
せ
ら
れ
、
徒
ら
に
租
を
求
む
れ
ば
旭
魔

に
撮
せ
ら
る
、
の
で
、
求

心
は
霊
く
魔

で
あ
る
、
求
心
の
爲
め
に
其
の
身
を
縛
し
其
の
心
の
自
由
を
奪
は
れ
る
の
で
.
先
づ
第

桶
に
馳
求
心
を

去

つ
て
、
帥
今
目
前
、
孤
明
歴
々
地
に
、
汝
自
心
を
見
徹
せ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
そ
の
見
徹
し
た
境
界
は
三
世
に
遁

貫
し
、
十
方
を
該
羅
し
た
心
王
自
在
の
ご
こ
ろ
で
あ
る
。

入
二

切
境
差
劉

不
レ能
面
換
=

刹
那
間
.
透
λ

法
界
h逢
レ佛
レ説
レ佛
、
逢
瓶

説
レ租
、
逢
羅

漢
一説
昌羅
漢
h
逢
昌餓
鬼
一説
昌



餓
鬼
肺
向
=
一
切
腱
戯游
履

國
土
h
駿
　化
衆
生
「
未
三曾
離
一
一
念
h
随
塵
清
浮
、
光
透
干

方
門
萬
法

一
如
。

ご
、
實
に
眞
正
め
見
解
の
境
界
で
あ
る
。
随
慮
清
澤
光
ご
云
ひ
、
随
慮
爲
主
ざ
云
ひ
、
立
慮
皆
眞
と
云
ひ
、
共
に
臨

濟
大
師
の
有
名
な
語
で
あ
つ
て
、
こ
れ
が
萬
法

一
如
の
當
艘
で
あ
る
。
金
剛
経
の
如
は
不
動
で
あ
り
、

一
切

の
経
駿

の
眞
如
で
あ
り
實
相
で
あ
る
が
、
し
か
し
眞
正
の
見
解
は
決
し
て
名
句
上
に
向

つ
て
解
を
生
じ
て
は
な
ら
漁
、
説
を

下
し
て
は
な
ら
な
い
、
他
の
凡
聖
の
名
に
磯

へ
ら
れ
、
他
の
表
顯
の
句
に
執
着
し
て
、
道
眼
を
晦
ま
し
て
は
な
ら
漁
。

砥
如
二十
二
分
敢
h皆
是
表
顯
之
説
、
學
者
不
レ會
、
便
回
表

顯
名
句
上
一生
レ解
、
皆
是
依
碕
、
落
二在
因
果
噛
未
レ免
三
界
生

死
h
禰
若
欲
レ得
轟生
死
去
住
脱
著
自
由
ハ
帥
今
識
取

聴
法
底
人
ハ無
形
無
相
、
無
根
無
本
、
無
住
慮
活
濃
々
地
。

ご
云
ふ
、
更
に
活
濃
々
地
の
境
界
を
到
る
こ
こ
ろ
に
明
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
根
抵
は

一
箇
の
無
事
底
で
あ
る
や
う

に
思
ふ
。
修
あ
り
謹
あ
り
ご
執
す
る
の
で
は
な
い
、
佛
を
求
め
法
を
求
め
る
の
で
は
な
い
、
看
経
看
激
も
亦
是
れ
造

業
で
あ

つ
て
、
佛

ご
租
師
ε
は
是
れ
無
事
の
人
ご
申
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
の
無
事
は
世
間
普
蓮
に
用
ひ
ら
る
、
無
事

ご
は
意
味
が
違
ふ
、
生
死
煩
悩
を
超
脱
し
て
、
佛
界
魔
界
に
遊
戯
す

る
上
の
境
界
で
、
閑
不
徹
の
無
事
で
あ
る
。
藍

拍
者
、
無
孔
笛
、
閑
古
錐
ご
も
云
ふ
べ
き
超
脱
し
た
境
界
で
あ

つ
て
、
尋
常

一
機
の
無
事
で
は
な
い
、
大
に
有
事
底

の
無
事
で
あ
る
。
臨
濟
大
師
も
無
事
是
貴
人
、
但
莫
造

作
h
砥
是
卒
常
ビ
云
ひ
、
或
は
佛
法
無
昌用
功
慮
h
砥
是
李
常
無

事
ご
申
さ
れ
て
居
る
。
即
ち
功
勲
修
行
造
作
の
な
い
ビ
こ
ろ
、
こ
、
に
任
運
無
功
用
の
妙
行
あ
り
、
大
に
修
行
し
て

而
か
も
修
行
せ
ざ
る
に
同
じ
ビ
云
ふ
境
界
、
春
の
花
、
秋

の
月
、
漢
流
の
漏

々
た
る
、
閑
雲
の
租
彼
す
る
、
鳥
の
塞

臨
濟
大
師
の
晒
代
ミ
其
思
想

四
九
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〇

を
飛
ぷ
、
魚
の
淵
に
躍
る
、
是
れ
皆
無
功
用
の
妙
慮
で
あ
る
、
李
生
無
事
の
端
的
で
あ
る
、
無
事
ぜ
云

へ
ば
外
界
の

の

束
縛
を
受
け
ん
こ
ご
で
あ
る
、
忙
閑
爾
境
、
人
事
百
般
の
中
に
出
入
し
て
、
而
か
も
終
始
無
事
底
で
あ
る
、
人
惑
を

受
け
す
、
法
惑
を
蒙
ら
す
、
良
く
随
威
に
主
ご
作
り
、
立
慮

に
眞
こ
な
る
の
で
、
こ
れ
を
無
事
底
の
貴
人
ご
申
し
た

の
で
あ
る
。
寳
藏
論
に
も
唯
渣
無
事
、
古
今
常
貴
、
唯
道
無
心
、
萬
物
圓
備
、
故
滋
無
相
、
無
形
無
事
、
無
意
無
心

ご
云
ひ
、
宗
鏡
録

に
は
此
の
意
を
受
け
て
、
夫
有
レ事
則
爲
粕

局
、無
γ事
則
心
地
坦
然
、
即
古
今
同
而
貴

ご
申
し
て
、池

然
猫
脱
、
脱
禮
現
成
、
一
切
時

一
切
麩
に
於
て
,
物
ご
拘
は
ら
ぬ
ど
云
ふ
ご
こ
ろ
、
そ
こ
に
臨
濟
大
師
の
顯
正
の
態
度

は
躍
如
ご
し
て
居

る
。

夫
如
　眞
學
溢
人

並
不
レ取
レ佛
、
不
取

壼
口薩
羅
漢

不
レ取
三

界
殊
駿

遡
然
濁
脱
、
不
與
レ物
拘
刈

ご
云
は
れ
て
居
る
が
、
實
に
此
の
不
輿
物
拘
の
四
字
が
字
眼
で
あ
る
。
物
ご
拘
は
ら
す
し
て

一
切
時

一
切
慮
に
、
不

疑
の
道
力
を
活
躍
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
臨
濟
大
師
も
此
の
乾
坤
が
倒
覆
す
る
も
我
は
更
に
疑
は
す
、
十
方
の
諸

'

佛
が

一
時
に
現
前
す

る
ビ
も
喜
ば
す
、
三
塗
の
地
獄
が
目
前

に
頓
現
し
て
も
怖
れ
な
い
ご
云
は
れ
て
居

る
。
こ
れ
を

要
す
る
に
不
與
物
拘
の
境
界
で
、
そ
の
問
に
外
境
を
有
相
ご
執
し
て
、
取
捨
分
別
す
る
念
が
な
い
。
聖
を
愛
せ
す
、

凡
を
憎
ま
す
、
三
塗
地
獄
に
入
つ
て
も
園
槻
に
遊

ぷ
が
如
く
、
餓
鬼
畜
生
に
入
つ
て
も
報
を
受
け
な
い
。
何
ε
な
れ

ば
臨
濟
大
師
に
は
更
に
嫌
ふ
底
の
法
が
な
い
、
眞
佛
無
形
、
眞
滋
無
膿
、
箕

法
鋸
相
ご
云
ふ
の
が
臨
濟
大
師
の
肚
裏

で
は
な
か
ら
う
か
。



五

已
上
に
於
て
臨
濟
大
師
の
思
想
の
大
略
を
述

べ
た
が
、
更
に
此
の
思
想
ぱ
如
何
な
る
径
路
に
依

つ
て
、
斯
く
も
圓

熟
の
境
界
に
入
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
、
少
し
く
臨
濟
大
師
已
前
の
繹
學
思
想
よ
り
研
究
す
れ
ば
、
先
づ
初
租
已
前

の
思
想
は
且
ら
く
問
は
す
。
初
租
巳
後
に
於
て
初
租
に
は
少
室
六
門
集
あ
り
三
租
に
は
信
心
銘
あ
り
、
四
租
に
は
暉

宗
論
あ
り
、
五
組

に
は
最
上
乗
論
あ
り
、
六
租
に
は
法
寳
壇
経
あ
り
ご
申
し
て
居
る
が
、
し
か
し
少
室
六
門
集
は
初

粗
の
眞
撰
に
あ
ら
す
、
何
人
か
初
租
に
託
し
て
暉
を
説
く
ビ
云
ふ
に
過
ぎ
ぬ
。
信
心
銘
は
三
租
の
眞
撰
ご
傳
ふ
れ
ざ
、

そ
の
説
は
鯨
り
に
繹
味
を
帯
ば
す
。
そ
の
當
時
の
思
時
の
思
想
た
る
寳
誌
の
大
乗
讃
、
傅
翁
の
心
王
銘
ε
殆
ん
ご
同

一
で
あ
つ
て
、
深
信
不
二
、
萬
法

一
如
の
駿
旨
を
述

べ
た
も
の
ご
見
る
こ
ご
が
出
來

る
。
繹
宗
論
に
至
つ
て
は
存
否

末
だ
聞
か
す
、
最
上
乗
論
も
極

め
て
議
論
多
く
、
信
頼
す

る
こ
ご
は
出
來
な
い
、
法
寳
壇
経
は
六
租
の
眞
撰
な
れ
ざ
、

の

ま

、
後
人

の
挿
入
多
く
、
初
學
者
は
心
し
て
研
究

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
け

れ
こ
も
此

の
書

已
外

に
依

る

べ
き
も
の

は
な

い
の
で
、
恐
ら
く
は
初
租
大
師

已
後
、
全
く
鐸

の
思
想
ご
し
て
、
そ

の
基
礎
を
作

り
上

げ
た
も
の
は
六
組
大
師

で
あ
る
ビ
云
は
ね
ば

な
る
ま

い
。

六
組
大
師

の
思
想
を

一
言

に
し
て
覆

へ
ば
本
來
無

}
物

の

五
字

に
盤

き

る
の
で
、

そ
の
思
想

の
根
源
は

金
剛
纒

の
慮
無
レ
所
レ
住
、
而
生
鵠其
心
た

襲
し
て
居

る
や
う
に
思

ふ
、
而

し
て
其

の
心
は
自

の
本

心

で
あ

る
、
思
量
分
別

の
念
想
で

は
な
い
、

こ
の
心
は
虚
察

の
如
ぐ
廣

大
無
邊

で
あ

つ
て
、

総

べ
て
の
相
豊
を
絶
し

て
居

る
Q

臨
濟
大
師
の
時
代
建
其
思
想

王

一



渾
學
研
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第
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號

五
二

心
量
廣
大
、
猶
如
一虚

盛

無
レ有
二邊
壁

亦
無
昌方
圓
大
少

亦
非
一一青
黄
赤
自
曲
亦
無
一上
下
長
短
h
亦
無
・虞
無
・喜
、
無
・是

無
レ非
、
無
レ善
ン無
恵

、
無
ゾ有
一頭

尾
ハ
諸
佛
利
土
、
盤
同
一虚

塞
嚇
世
人
妙
性
本
塞
、
無
レ有
二

法
可
ワ得
、
自
性
眞
塞
、
亦
復

如
レ是
。

ご
云
ひ
、
更
に
此
の
絶
樹
の
心
性
を
明
む
る
を
以
て
成
佛
の
端
的
こ
な
し
、
法
寳
壇
経
の
到
る
ε
こ
ろ
に
見
性
成
佛

の
深
旨
を
示
さ
れ
て
居

る
。

無
上
菩
提
、
須
レ得
下言
下
識
魯

本
心
h
見
二自
本
性
嚇
不
生
不
滅
"
於
二
切
時
中
曲
念
念
自
見
、
萬
法
無
滞
、
一
眞

一
切
眞
、

萬
境
自
如
如
、
如
如
之
心
即
是
眞
實
、
若
如
γ是
見
.
帥
是
無
上
菩
提
之
自
性
也
。

ご
云
ひ
、
更
に
凡
夫
帥
佛
こ
か
、
煩
惜
帥
菩
提
ご
か
、
本
來
の
面
目
ご
か
云

へ
る
有
名
な
る
語
は
、
鑑
く
此
の
法
寳

壇
経
に
顯
は
れ
て
居

る
の
で
、
こ
の
書
が
如
何
に
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
居

る
か
は
充
分
に
知
る
こ
ご
が
出
來

る
。

六
祀
大
師
已
後
に
於
て
は
、
そ
の
門
下
に
南
嶽
の
懐
譲
、
青
原
の
行
思
、
荷
澤
の
紳
會
、
永
嘉
の
玄
畳
、
南
陽
の

慧
忠
の
五
大
宗
匠
出
で
、
殊
に
南
嶽

ε
青
原
ご
は
各
々

一
家
を
な
し
、
そ
の
兇
孫
は
今

に
至
り
て
絶

へ
な
い
の
で
あ

る
。
南
嶽
の
駿
足
に
馬
租
大
師
が
出
で
、
こ
の
思
想
は
六
組
大
師
ご
大
差
な
く
、
常
に
帥
心
師
佛
を
高
唱
し
、
暉
機

の
峻
哨
、
良
く
憂
に
慮
じ
て
種
々
な
る
作
略
を
用
ひ
、
棒
を
行
じ
喝
を
行
じ
、
竪
彿
も
書
地
も
盤
く
馬
租
大
師

に
淵

源
し
て
居
る
こ
ご
は
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
高
弟
に
百
丈
繹
師
出
で
、
そ
の
灘
機
の
縦
横
な
る
こ
ご
は
師

に
譲
ら
す
、
殊

に
暉
刹
を
開
創
し
、
規
矩
を
整
頓
し
て
、
租
庭
の
濁
立
を
計
ら
れ
た
こ
ε
は
特
筆
す

べ
き
こ
ご
で
あ



ら
う
。
そ
の
法
嗣
に
黄
桀
藤
師
が
出

で
、
そ
の
大
機
大
用
は
、
そ
の
當
時
の
帝
王
宰
相
を
し
て
師
事
せ
し
め
、
有
ら

ゆ
る
暉
匠
を
し
て
顔
色
な
か
ら
し
め
、
大
唐
國
裏
に
暉
師
な
し
、
盤
く
是
れ
騰
酒
糟
の
漢
ご
絶
叫
せ
ら
れ
π
其
の
見

識
の
高
遭
な
る
こ
ご
は
、
實
に
天
成
の
灘
匠
ビ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
そ
の
思
想
は
師
ざ
同
じ

く
、
無
染
無
薯
を

宗
こ
な
し
無
求
無
得
を
心
要
ご
せ
ら
れ
て
居
る
。
殊
に
黄
榮
灘
師
の
思
想
が
、
そ
の
資
の
臨
濟
大
師
に
影
響
し
て
居

る
こ
ご
は
最
も
注
意
す

べ
き
こ
ご
で
.
今
そ
の

=

一を
例
謹
ε
し
て
左
に
要
文
を
掲
げ
る
こ
ご
に
せ
や
う
。

そ
の

一
心
に
甥
す
る
語
は
良
く
山ハ
組
大
師
に
似
て
、
而
か
も

一
心
の
成
佛
を
説
き
、
外
に
求
む
る
勿
れ
ビ
云

へ
る

は
、
臨
濟
大
師
ご
同
じ
思
想
で
あ
る
。
帥
ち
黄
桀
暉
師
の
傳
心
法
要
に
、

諸
佛
與
昌
一
切
衆
生
h
唯
是

M
心
、
更
無
励

塗

此
心
無
始
己
來
、
不
脅
生
一不
一一曾
滅
ハ不
レ青
不
レ黄
、
無
レ形
無
レ相
、
不
レ属
=

有
無
h不
レ計
昌新
奮
h非
レ長
非
レ短
、
非
レ大
非
レ小
、
超
萢

一
切
限
量
名
言
躍
跡
樹
待
嚇
當
膿
便
是
動
ソ念
郎
乖
、
猫
如
下虚

察
無
レ有
昌邊
墜

不
占可
昌測
度
h
唯
此

一
心
帥
是
佛
、
佛
與
聚

生
嚇更
無
別

異

但
是
衆
生
、
著
和

外
求
一
求
レ之
轄
失

ε
云
ひ
、
臨
濟
大
師
は
此

の

一
心
の
成
佛
を
巧
み
に
説

い
て
、

禰

一
念
心
上
清
浄
光
、
是
禰
屋
裏
法
身
佛
、
禰

一
念
心
上
無
分
別
光
、
是
禰
屋
裏
報
身
佛
、爾

】
念
心
上
無
差
別
光
、是

禰
屋
裏
化
身
佛
、
此
三
種
身
、
是
禰
帥
今
目
前
聴
法
底
人
、
砥
爲
レ不
二向
レ外
馳
求
h
有
庇
功
用
司

ε
云
ひ
、
自
心
が
活
丈
殊
で
あ
る
、
眞
の
普
賢
で
あ
る
、
観
昔
三
昧
法
で
あ
る
ビ
示
さ
れ
て
居
る
が
、
黄
藥
繹
師
に

も
、
文
殊
當
レ理
、
普
賢
當
レ行
ご
云
ひ
、
観
昔
當
昌大
慈
嚇
勢
至
賞

天
智
一ご
云
ひ
、
更
に
綾
け
て
、

臨
濱
大
師
の
時
代
定
其
思
想

玉
三
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五
四

人
皆
有
レ之
、
不
レ離

昌
一
心
ハ
悟
レ之
帥
是
、
A
T
學
道
入
、
不
下向
二自
心
中

一悟
自
乃
於
二心
外
「著
レ相
取

γ境
、皆
與
レ溢

背
。

ど
結
ば
れ
て
居

る
。

こ
の
意
昧
は
・既
に
六
租
大
師
も
、
自
性
迷
帥

是
衆
生
、
自
性
豊
帥
佛
、
慈

悲
帥
是
観
音
.
喜
捨
名

爲
勢

至
等
ビ
云
は
れ
、
唯

心

の
彌
陀

.
己
身

の
浮

土
な
る
こ
ご
を
明

さ
れ
て
居

る
が
、

こ
の
傳
心
法
要

も
臨
濟
大
師

の
思
想
も
、
共

に
是

れ
が
中
核

ど
な

つ
て
顯
は
れ
、
心
外

に
向

つ
て
佛

を
求
む

る
勿

れ
、
法

を
求

む
る
勿
れ
、
臼

の

一
心

が
即
ち
佛

な
b
法

な
り
。
而
か
も
此
の

一
心
は
求
心
歌

ん
で
無

事

ビ
な

つ
た

ビ
こ
ろ
を

云

ひ
、

こ
れ
を
六
租
大

師
は
無
念

ご
云
ひ
、
黄
棄
灘
師
は
無
心

ざ
呼
び
、
臨
濟
大
師

は
無

事

ご
名
け
ら
れ
た
ま

で
い
あ

る
。
傳
心
法
要

に
、

恒
河
沙
者
.
佛
説
是
沙
、
諸
佛
菩
薩
.
繹
梵
諸
天
、
歩
履
而
過
、
沙
亦
不
レ喜
、
牛
羊
鐙
蟻
.
践
躇

而
行
、
沙
亦
不
レ怒
、
珍
實

馨
香
、
沙
亦
不
レ貧
,
糞

尿
臭

臓
、
沙
亦
不
レ悪
、
此
心
帥
無
心
之

心
、
離

一
一
切
相
h
衆
生
諸
佛
、
更

無
二差

別
ハ
但
能
無
心
、

便
是
究
覧

、

ビ
串
さ
れ
て
居

る
が
、

こ
の
思
想

ご
臨
濟

大
師

の
思
想

ご
は
、
如
何

に
も
良
く
似

て
居

る
で

は
な

い
か
。
黄
桀
暉
師

の
無
心
も
軍
な

る
無

心

で
は
な

い
、

大

に
有
心
底

の
無

心

で
あ

る
。
六
租
大
師

も
亦
無

心
を
説

か
れ
た
が
、
決

し
て

軍
な

る
無

心
で
は
な
か

つ
た
。
.即
ち
法
寳
壇
経

に
は
無

念
を
説

い
て
、
若
百
物
不
レ思
、
當
命
副
念
絶
ハ郎
是

法
縛
、帥
名
二

邊
見

一ご
云
は
れ
、
無

ご
は
二
相
な
き
を
云
ひ
、

念
ご
は
自

の
本
性
を
念
す

る
こ
ご
で
、
種

々
な

る
分
別
妄
想

の
休
欺

し
た
こ

こ
ろ
を

云
ふ
の
で
あ
ら
う
。

要
す

る
に
此
等

の
思
想

は
鑑
く
黄
桀
暉
師

に
も
顯
は
れ
、
臨
濟

大
師

に
も
顯
は

れ
、
共

に

】
貫
し
た
思
想

の
や
う

に
思
ふ
o



か
く
の
如
く
臨
濟
大
師
の
思
想
の
径
路
は
、
六
租
大
師
に
端
を
襲
し
.
馬
祓
大
師
百
丈
暉
師
の
大
機
大
用
を
稟
け

黄
桀
繹
師
の
高
遮
な
る
識
見
の
下
に
百
錬
千
鍛
、
臨
濟
破
夏
の
因
縁
に
依
つ
て
始
め
て
溢
眼
明
自
ε
な
り
、
此
威
に

邪
正
を
分
別
せ
ら
る
、
や
う
に
な
つ
て
、
そ
の
時
代
に
適
し
た
敷
化
を
施
設
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

(大
正
十
五
年
九
月
三
十
日
稿
)

臨
濟
大
師
の
時
代
建
其
思
想

五
五

'


